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研究成果の概要（和文）：代表者らが概念構築したStreet Medical領域の担い手養成に向けて、約5カ月という
短期間で受講生自らで医療・健康の未踏課題を解決するアイデアを創出し、それらを一般公開まで行うというプ
ロジェクト・ベースド・ラーニング（PBL）を援用したカリキュラム編成を行い、実践を行った。医療人をはじ
めとする様々な業界のプレイヤーが集まり、本研究開始前の試行期（第１期）を含めると卒業生数：計137名、
中間制作コンセプト数：計89点、卒業制作コンセプト数：計46点という著しい成果を創出することができた。こ
こから本カリキュラムが、設定した一般教育目標を極めて効率的に達成可能とするものであることが示唆され
た。

研究成果の概要（英文）：Our team developed a curriculum based on Project-Based Learning (PBL) to 
cultivate the participants in the emerging field of Street Medical, aiming to foster their ability 
to generate ideas and solve unexplored challenges in healthcare within a short period of 
approximately five months.
Professionals from various industries, including the medical field, applied and participated in this
 curriculum. Including the pilot phase (1st batch) prior to the start of this study, we achieved 
remarkable results: a total of 137 graduates, 89 intermediate project concepts, and 46 final project
 concepts. These outstanding outcomes strongly suggest that the curriculum efficiently accomplishes 
the general educational objectives it sets out to achieve.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
代表者らが概念構築したStreet Medical（投薬や手術以外の患者の生活環境での実践を支えるための処方をも視
野に入れた領域）の人材育成のためには超学際カリキュラムが必要となり、特に質・量ともに膨大な医療・医学
系専門知識の修得が困難であることが予想された。しかし、アクティブラーニングの手法に則り、医療人のグル
ープ配置、先行研究調査手法の教授、屋根瓦式教育などを巧みに組み合わたカリキュラムを編成することで受講
生自らで医療課題の深堀から一般性を持った解決策の考案まで実現できることが分かった。このことは、今後の
医療・医学を組み込んだ学際連携に向けて、新しい道筋を示せたのではないかと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

これからの医療は、投薬や手術以外の患者・生活者の生活環境の中での実践を支えるための処方
をも視野に入れる必要がある。我々は、従来型の医療・医学から等閑にされやすいこの領域を
「Street Medical」と名付け、概念構築した。この新概念を支える人材の育成のためには超学際カ
リキュラムが必要となるが、近年、注目を集めているアクティブラーニングの手法を取り入れる
ことで、効率的で汎用性のある教育が実施できるのではないかと考えている。そこで、研究代表
者らが既に実践を開始している教育現場をフィールドにしながら、アクティブラーニングを基
軸とした実践的な新時代の医療の担い手養成カリキュラムの開発が必要であると考えた。 

２．研究の目的 

これからは、ひとびととの接点となる生活の場でのタッチポイントのすべてが、医療の実践の対
象となる。つまり薬や手術だけではないあらゆる媒体が、新時代の医療の治療手段となり得る。 
このような視座に立ち、研究代表者らは、医療が時代の要請に呼応すべきこの領域を従来の医療
の拡張を企図して「Street Medical」（これまでの医学・医療では射程外であった人々の生活や人
生を対象とする実践的医療領域）と名付け、活動を進めている。この新領域では、生活の中のタ
ッチポイント全てが、処方になりうるため、これまで医療とは関係のなかったプレイヤーの参入、
医療関係者の修得項目の拡充が必要となる。本研究では、現実の教育フィールドを運営しながら、
新学際領域 Street Medicalの担い手を育成するための効率的で実現可能なカリキュラムを開発し、
その有効性を検証する。 

３．研究の方法 

(1)Street Medical担い手養成カリキュラムの策定 
医療人養成カリキュラムと Street Medical領域との重複学習項目の抽出することによる修得すべ
きコア・コンピテンシーの明確化と GIO（General Instructional Objective）を策定する。定められ
た教育目標に従い方略を検討し、2020年～2022年度まで年度毎に実践可能なカリキュラムを編
成し、実際の教育フィールドにおいて活用することで、改良を加える。 
 
(2)介入策の実施とデータ収集・分析 
編成したカリキュラムを研究チームが設立した非正課学校である Street Medical School（SMS）
において 3年度分試行運用することで、ポートフォリオ評価やアンケート、対面インタビューな
どを通じてその有効性を検証する。 
 
(3)新時代医療人養成カリキュラムの確立 
3 期分実施した SMS について、外部評価の機会を設け、フィードバックを受けることで、カリ
キュラムの精査、受講生及び学習者の条件及び選抜方法の明確化も図り、新時代医療人養成カリ
キュラムを確立する。 
 
４．研究成果 

(1) Street Medical担い手養成カリキュラムの策定 
医療人養成のカリキュラムを領域外から予想するといわゆる医学など専門知識を中心とした構
成になっていると見られる向きがある。しかし、例えば医学教育モデルコアカリキュラムでは
「１ プロフェッショナリズム、２ 医学知識と問題対応能力、３ 診療技能と患者ケア、４ コミ
ュニケーション能力、５ チーム医療の実践、６ 医療の質と安全の管理、７ 社会における医療
の実践、８ 科学的探究、９ 生涯にわたって共に学ぶ姿勢」の大項目によって構成され、求めら
れるコンピテンシーは非常に多岐に亘っている。そこで、医療人（医師、看護師、理学療法士、
作業療法士）養成モデルコアカリキュラムで規定されているコアコンピテンシーについて Street 
Medical 領域との重複学習項目の抽出と Street Medical 領域に必須な医療項目への絞り込みを行
ったところ、Street Medical人材のコアコンピテンシーとしても重要な項目として、「問題・課題
対応能力、コミュニケーション能力、チーム・多職種連携能力、科学的探究、生涯にわたってと
もに研鑽しつづける姿勢、倫理や法なども含む地域・国際社会への貢献」を抽出することが出来
た。そこから、SMSで修得すべきコアコンピテンシーに基づきGIO（General Instructional Objective）
を知識・技能・態度に分割して以下のように定めた。 
 
【知識】 
・Street Medical領域に関わる医療・健康イシューを発見し、深掘できる 
・デザインの基本的考え方を理解し、それを活用できる 
・自分とは違う立場・分野にいる人々の考え方や思考形式、価値観について理解する 
【技能】 
・アイデアを生みだすための手法を駆使しながら、そのアイデアを表現できる 



・生み出したアイデアを一定の客観性・根拠をもって説明・表現できる 
・違う背景を持つ人が集まったチームの中で自分の役割を見つけて遂行できる 
【態度】 
・科学の成果に対して尊重する態度を持つ 
・患者・生活者など利用者・ユーザー側の視座から物事を見つめる姿勢を持つ 
・歴史の深い医療文化への尊重の念を起点としながら、それを ELSI（ethical, legal and social 
implications）に基づいてよりよくしようとする姿勢を持つ 
 
定められたこのコアコンピテンシーに基づいて、実践可能なカリキュラムを開発した。本カリ
キュラムは、PBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）を基本構造に据え、講義やグループ
ワーク・ディスカッション、ワークショップを繰り返しながら、最終目標をスクール運営者によ
る評価とはせずに、実現可能な新しい医療・健康の解決アイデアを一般に公表（発表者クレジッ
トを付記した発表会やウェブサイトでの公開など）する形式とした。このことで、医療現場や産
業界からの引き合いの可能性も担保し、社会から反応があったものに関しては試作までも含む
ものとしたことに特長がある。 
 
(2)介入策の実施とデータ収集・分析結果 
開発したカリキュラムに従い、2020～2022 年度の 3 期分の学校を実際に運営し、ポートフォリ
オ評価やアンケート、対面インタビューなどを通じてその有効性を検証した。 

2020年度結果：2019年度から試行的に開始している SMS の第 2 期を実施し、開発したカリキ
ュラムの課題や問題点を抽出した。当初は、対面での教育を想定していたが、第 2 期（2020 年
度）は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、完全オンラインでの教育に変更し、会った
ことのない受講生同士のアクティブラーニングをオンライン上で実施可能にするということに
注力することになった。それにより、カリキュラム運営もオンラインに対応するための調整を行
うことになった。第 2期はスクールの受講生を公募、選考の上、最終的に合格者数 21名、平均
年齢は 28歳（最年少者：18歳、最年長者 46歳）、男女比は女性 14名、男性 7名の受講生を集
めることに成功した。受講生背景は、医学部生、医学研究科大学院生、看護師、薬剤師、臨床検
査技師、言語聴覚士、大手通信会社、コンサルティング・ファーム、製薬会社、公務員、建築系、
大手電機メーカーなど多岐に亘るものとなった。2020年度の SMSは、7月 31日～12月末日、
毎週金曜日 19時～にて実施した。 
 完全オンラインに対応するためにコミュニケーションツールとしては、Zoomを中心に構成し、
加えてビジネスチャットを活用する方式を採用した。 
 更に自らの学んだ成果を、発表する場（YouTube配信とウェブサイト上でのポスター発表）を
設けることで、自らのアイデアを公共の場で発信することを目標としたカリキュラム編成にし、
学習効果の向上を企図した。その上で受講生アンケートやポートフォリオ評価を実施したとこ
ろ、本教育カリキュラムのオンライン実施は十分機能することが確認された一方で、オンライン
実施のデメリットとして SMSコアコンピテンシーの中で「自分とは違う立場・分野にいる人々
の考え方や思考形式、価値観について理解する」については受講生同士の交流機会が対面形式よ
りも減少している可能性が示唆された。またコアコンピテンシーの中の「生み出したアイデアを
一定の客観性・根拠をもって説明・表現できる」という項目について、最終成果アイデアの創作
過程の中で一部不十分な点が認められたことから、次年度カリキュラムにおいてそれを補完す
る項目を入れるべきことが示唆された。 

2021年度結果：第 3期 SMS（2021年度）は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、引き
続き完全オンラインでの教育を行った。第 2期（2020年度）よりオンラインに最適化するため、
オンラインホワイトボードツールなどの新しいアプリを導入するなどの調整を行った。第 3 期
は、第 2期の完全オンラインのカリキュラムでの成功や受講希望の増加を踏まえ、受講者数を増
やすことに成功した。スクールの受講生を公募、選考した結果、最終的に合格者数は 33名、平
均年齢は 30歳（最年少者：16歳、最年長者 61歳）、男女比は女性 16名、男性 8名の受講生と
なった。受講生背景も、2020 年度と同様、医療人やデザイナーの卵をはじめとした多岐に亘る
ものとなったが、高校生 2名が参画したことによりその多様性は増大した。 
第 3期 SMSは、7月 30日～12月末日、毎週金曜日 19時～にて、講義＋ワークショップ＋調査
＋製作を基本構造とし、自らの学んだ成果を発表する場（Zoomでのライブ配信とウェブサイト
上でのポスター発表）を設けることで、自らのアイデアを公共の場で発信することを目標とした
カリキュラム編成にし、学習効果の向上を企図した。本領域で必須となる医療知識習得について
は、医師・看護師・コメディカル・医療機器・診断薬メーカー従事者などの多様なバックボーン
を持つ受講生を適宜グループに配置することによって対処する方法を採用した。 
加えて 2020年度の検証で得られた「生み出したアイデアを一定の客観性・根拠をもって説明・
表現できる」という教育項目の未達に対応するために、カリキュラムの中に、最終アイデアを捻
出する前段階で中間制作という機会を設け、アイデアをアウトプットし、それを簡易な資料とし
て作成する機会を導入した。更に「受講生同士の交流が不足している」課題については、自己紹
介のタイミングで各自の趣味・嗜好を発表する「偏愛マップ」を導入することにより、お互いの
理解を深化させる工夫を施した。 



2022年度結果：第 4期 SMS（2022年度）は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、引き
続き完全オンラインでの教育を行った。スクールの受講生を公募、選考した結果、最終的に合格
者数は 33名、平均年齢は 33歳（最年少者：20歳、最年長者 56歳）、男女比は女性 21名、男性
12名の受講生となった。 
第 4期 SMSは 8月 31日～12月末日、毎週金曜日 19時～にて、2021年度カリキュラムの基
本構造を引き継ぐかたちとした。また自らの学んだ成果を発表する場として新型コロナウイル
ス感染拡大が沈静化したため、対面＋オンラインハイブリッドでの発表会を開催することがで
きた。本領域で必須となる医療知識習得については、医師・看護師・コメディカル・医療機器・
診断薬メーカー従事者などの多様なバックボーンを持つ受講生を適宜グループに配置すること
によって対処する方法を採用した。 
 ここで、紙面の都合から本報告で
は、３年間分をまとめた調査結果を報
告する。SMS は無料で実施してきた
が、期の終了時に、「スクールが有料
だった場合に、どれくらい支払います
か」という自由記述アンケートを実施
することで SMSの価値検証を行った
（図 1）。結果は大学生や高校生の受
講生がいるにも拘わらず図１のよう
な回答を得、スクールの値付け平均額
は 71,786 円となった。これにより有
料化しても成立するカリキュラムと
なっていることが示唆された。 
 加えて SMSの満足度についてもア
ンケート調査を実施したところ、３年
間で 76.1％から「やや良かった」以上
の回答を得ることが出来た。一方で、
「悪かった」という回答はなかったも
のの「やや悪かった」が 6.5％といた
ことから、一定の改善の必要性も示唆
された。自由記載のアンケートや対面
インタビューなどから卒業制作にか
けられる時間が少なったこと、多様な
背景を持つメンバーで構成されるグ
ループでのワークにおいて意見が通
らない歯がゆさなどを感じたなどの
意見が散見された。更に 2022年度の
最終報告会では、開催場所を東京（渋
谷）としたため居住地の関係で参加で
きない受講生が発生し、オンライン参
加になってしまったため満足度の格
差が生じたことが伺えた。 
 
(3)新時代医療人養成カリキュラムの確立 
本研究では、約５カ月間の間で、受講生自らで医療・健康の未踏課題を解決するアイデアを創出
し、一般公開するまで行うという非常にタイトなスケジュールであるにも拘わらず、プロジェク
ト・ベースド・ラーニング（PBL）の考え方を援用することで、設定した GIOを概ね網羅するこ
との出来る極めて効率的なカリキュラムを編成することが出来た。３年間で試行錯誤を繰り返
した結果、表１のようなカリキュラム骨子が完成した。 

単元名 形式 講師・ 
ファシリテーター 

Street Medical とは何か 講義 横浜市立大学 教員 

アイデア創出手法 1 
事前調査＋講義＋

ワーク 
デザイナー・教育家 

デザインとは何か（デザインの歴史など） 講義 デザイン専門学校教育家 

Street Medicalの事例紹介 講義 横浜市立大学 研究員 

中間制作に向けて授業外で各自資料作りをし、オンライン上で一人ひとりにフィードバック 

図 1 有料だった場合の SMS受講の適正料金調査 

図 2 SMS満足度調査 



中間制作の口頭発表&意見交換会 
「今自分が感じている解決したい医療・健康課題」 

演習（ゼミナール） スクール運営者 

アイデア創出手法 2 講義＋意見交換 クリエイター 

アイデア創出手法 3  講義＋意見交換 クリエイター 

卒業制作に向けてのグループ決めとディスカッション グループワーク スクール運営者 

医療領域にまつわる ELSI問題 講義 横浜市立大学 教員 

アイデア創出手法 4 講義 クリエイター 

卒業制作の進捗発表会 演習（ゼミナール） スクール運営者 

社会実装プロセス 講義 起業家 

プレゼンテーション資料のデザインの基本 講義 横浜市立大学 研究員 

卒業制作の口頭発表練習会 演習（ゼミナール） スクール運営者 

発表会に向けてグループ毎に個別オンライン面談 

Street Medical Talks 
発表会（一般来場

者あり） 
スクール運営者 

表１ Street Medical Schoolカリキュラム骨子 

 更に、このカリキュラム骨子を効果的に進めるためには、以下のようなカリキュラム内外の運
用が必要である。 
① 医学等医療系専門知識について、網羅性はないもののグループワークの中で課題の発見
と深堀プロセスの中での調査に組み込むことで十分に「科学的な態度」が育成できるこ
とがわかった。更に SMSの特徴として現役の医療人が多くいることの利点を活かして、
グループワークにおいてグループ内に医療人を配置するという配慮を行うことで対応
可能である。時間に余裕があれば、医学・医療系の刺激になる講義を 1コマ足すことが
有効になる可能性がある。 

② 医療系知識については、「歴史の深い医療文化への尊重の念を起点としながら、それを
ELSI（ethical, legal and social implications）に基づいて、よりよくしようとする姿勢を持
つ」という項目に向けて、一般の「医療人養成カリキュラムの中でも、取り上げられる
ことが少ない「医療情報とは何か」、「薬機法、健康増進法、景品表示法などの基本的考
え方」、「医療制度の国際比較」などについて講義を行うことで、医療人も医療人以外の
受講生にとっても新規性のある内容となる。 

③ SMSの修了生を毎年リクルートして、次の期のチューター・メンターの役割を担っても
らう「屋根瓦式教育」を採用することでチューター自身の学びの深化と新規受講生にと
っての心理的ハードルの低減につながり、有効である。 

④ 時間外活動として、課題を有する医療機関や医療行政機関などへのフィールドワーク調
査があるとより最終成果アイデアの精緻化が期待できる。 

⑤ オンライン形式でも十分に運用可能であるが、可能ならば受講生同士の交流機会を設け
ることが望ましい。一方でオンサイト形式一本にすると、居住地・勤務地の関係で参加
できない受講生が多くなることから、今後 SMSを発展させるためには、オンライン・オ
ンサイト形式の２本立てのカリキュラムを走らせることも念頭におくべきである。 

本研究の成果として開発したカリキュラムの基に、医師、看護師、理学療法士、作業療法士、
栄養士、薬剤師、製薬企業、医療機器メーカーなどの医療関係者・医療人とデザイナーをはじめ
とする様々な業界のプレイヤー（大手通信会社、コンサルティング・ファーム、公務員、建築、
大手電機メーカーなど）が一同に会し、Street Medical 的なアイデアを創出するコミュニティ形
成を促進することができた。本研究開始前の試行期（第１期）を含めると卒業生数：計 137名、
招聘講師数：計 16名、中間制作コンセプト数：計 89点、卒業制作コンセプト数：計 46点とい
う著しい成果を達成することができた。 
 更に独自運営する Street Medical Talks発表会とは別に、日本医療研究開発機構（AMED）の社
会共創事業の一環として開催された「AMED 社会共創 EXPO―社会と共に創る明日の医療―」
（2023/2/18＠日本科学未来館）においてスクール生が招待され、SMS から創出されたアイデア
10 点を選抜し、市民向けにポスター発表及びオンラインプレゼンテーションをするという機会
を得、SMS及びそれを走らせたカリキュラムが一般性を以て受け入れられたと言えるだろう。 
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